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(57)【要約】
【課題】軒樋の取り付け及び取り外しの作業性を向上さ
せながらも、効果的に下係合部がレールから外れること
を抑制し得る軒樋支持具及びこれを備えた軒樋支持装置
を提供する。
【解決手段】軒樋支持具１０は、軒樋３の長手方向に沿
うように軒先２に固定されたレール２１に軒樋支持具１
０の後部１５が固定される構成とされ、後部１５は、レ
ール２１の上側部位２３に係合される上係合部１６と、
上係合部１６を上側部位２３に係合させた状態で、レー
ル２１の下側部位２４に係合される係合位置と、下側部
位２４との係合が解除される解除位置と、に変位可能と
なるように略水平方向に沿う軸廻りに回動可能に連結さ
れた下係合部１７と、下係合部１７を係合位置側に付勢
するばね部２０と、を備えており、下係合部１７は、軒
樋支持具１０に軒樋３を支持させた状態で、前方に向く
面１８ａが軒樋３の後壁面３ａに面接触するように配さ
れる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軒樋の前後の耳部を係止して該軒樋を支持する軒樋支持具であって、
　前記軒樋の長手方向に沿うように軒先に固定されたレールに当該軒樋支持具の後部が固
定される構成とされ、
　前記後部は、前記レールの上側部位に係合される上係合部と、該上係合部を前記上側部
位に係合させた状態で、前記レールの下側部位に係合される係合位置と、該下側部位との
係合が解除される解除位置と、に変位可能となるように略水平方向に沿う軸廻りに回動可
能に連結された下係合部と、前記下係合部を係合位置側に付勢するばね部と、を備えてお
り、
　前記下係合部は、当該軒樋支持具に前記軒樋を支持させた状態で、前方に向く面が前記
軒樋の後壁面に面接触するように配されることを特徴とする軒樋支持具。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記下係合部は、当該軒樋支持具に前記軒樋を支持させた状態で、前方に向く面の略全
体が前記軒樋の後壁面に面接触することを特徴とする軒樋支持具。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の軒樋支持具と、前記軒樋の長手方向に沿うように軒先に固定
され、前記軒樋支持具の後部が固定されるレールと、を備えていることを特徴とする軒樋
支持装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記レールは、前記後部の上係合部に係合され、上方に突出する上係合突片と、前記下
係合部に係合され、下方に突出する下係合突片と、を備えており、
　前記上係合部及び前記下係合部には、前記上係合突片及び前記下係合突片が収容される
係合凹部がそれぞれに設けられていることを特徴とする軒樋支持装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は軒樋支持具及びこれを備えた軒樋支持装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、軒先に配される軒樋を支持する軒樋支持具が知られている。
　このような軒樋支持具としては、軒先に固定されたレールに固定される構成とされたも
のがある（たとえば、特許文献１参照）。
　また、軒樋支持具をレールに固定する態様としては、軒樋支持具の基端に設けられた固
定部材に、上取付部及びこの上取付部に対して回動する下取付部を設け、これら上取付部
及び下取付部をレールに設けられた上下の係止片に係止させる構成とされたものがある（
たとえば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－３０２８６９号公報
【特許文献２】特開平１０－２３８０４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献２では、軒樋支持具は、上取付部をレールの上係止片に係止させた後、下
取付部を回動させてレールの下係止片に係止させる構成とされている。また、この軒樋支
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持具は、軒樋を支持させた状態で、下取付部の前面に突設された突起が軒樋の後耳近傍の
外面を押圧し、下取付部の回動を防止する構成とされている。
　しかしながら、このような軒樋支持具では、軒樋を支持させる前においては、下取付部
が回動して軒樋支持具がレールから外れ易くなることが考えられる。また、軒樋を支持さ
せた状態で、下取付部に突設された突起によって軒樋の外面を押圧する構成とされている
ので、軒樋の外面に対する下取付部の接触面積が小さく、効果的に下取付部の回動を防止
し難いようなことが考えられる。
【０００５】
　本発明は、このような事情を考慮して提案されたもので、その目的は、軒樋の取り付け
及び取り外しの作業性を向上させながらも、効果的に下係合部がレールから外れることを
抑制し得る軒樋支持具及びこれを備えた軒樋支持装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載の軒樋支持具は、軒樋の前後の耳部を係止
して該軒樋を支持する軒樋支持具であって、前記軒樋の長手方向に沿うように軒先に固定
されたレールに当該軒樋支持具の後部が固定される構成とされ、前記後部は、前記レール
の上側部位に係合される上係合部と、該上係合部を前記上側部位に係合させた状態で、前
記レールの下側部位に係合される係合位置と、該下側部位との係合が解除される解除位置
と、に変位可能となるように略水平方向に沿う軸廻りに回動可能に連結された下係合部と
、前記下係合部を係合位置側に付勢するばね部と、を備えており、前記下係合部は、当該
軒樋支持具に前記軒樋を支持させた状態で、前方に向く面が前記軒樋の後壁面に面接触す
るように配されることを特徴とする。
【０００７】
　請求項２に記載の軒樋支持具は、前記下係合部が、当該軒樋支持具に前記軒樋を支持さ
せた状態で、前方に向く面の略全体が前記軒樋の後壁面に面接触する構成とされている。
【０００８】
　請求項３に記載の軒樋支持装置は、請求項１または２に記載の軒樋支持具と、前記軒樋
の長手方向に沿うように軒先に固定され、前記軒樋支持具の後部が固定されるレールと、
を備えた構成とされている。
【０００９】
　請求項４に記載の軒樋支持装置は、前記レールが、前記後部の上係合部に係合され、上
方に突出する上係合突片と、前記下係合部に係合され、下方に突出する下係合突片と、を
備えており、前記上係合部及び前記下係合部には、前記上係合突片及び前記下係合突片が
収容される係合凹部がそれぞれに設けられている構成とされている。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１に記載の軒樋支持具によれば、上述した構成となっているため、下係合部を回
動させて係合位置及び解除位置に変位させることで、レールに対する軒樋支持具の取り付
け、取り外しを容易に行うことができる。
　また、ばね部によって下係合部を係合位置側に付勢する構成としているので、軒樋支持
具に軒樋を支持させる前の状態において、レールに対して軒樋支持具の後部が外れること
を抑制することができる。
　また、軒樋支持具に軒樋を支持させた状態で、下係合部の前方に向く面が軒樋の後壁面
に面接触することで、効果的に下係合部がレールの下側部位から外れることを抑制するこ
とができる。
【００１１】
　請求項２に記載の軒樋支持具によれば、上述した構成となっているため、一部の面を軒
樋の後壁面に面接触させるようなものと比べて、より効果的に下係合部がレールの下側部
位から外れることを抑制することができる。
【００１２】
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　請求項３に記載の軒樋支持装置によれば、上述した構成となっているため、請求項１に
記載の軒樋支持具と同様の効果を奏する。
【００１３】
　請求項４に記載の軒樋支持装置によれば、上述した構成となっているため、上係合部及
び下係合部の各係合凹部を、レールの上下の係合突片に嵌合させることで、効果的に軒樋
支持具の後部をレールに対して固定することができる。また、上係合部に設けられた係合
凹部を、レールの上係合突片に引っ掛けるようにして仮保持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係る軒樋支持具及びこれを備えた軒樋支持装置の側面図で
ある。
【図２】（ａ）、（ｂ）は同軒樋支持具及び同軒樋支持装置の軒樋の取り付け手順を示し
た側面図である。
【図３】同軒樋支持具及び同軒樋支持装置の分解斜視図である。
【図４】本発明の他の実施形態に係る軒樋支持具及びこれを備えた軒樋支持装置の側面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に、本発明の実施の形態に係る軒樋支持具及びこれを備えた軒樋支持装置について
、添付図面をもとに説明する。
【００１６】
　本軒樋支持装置１は、軒樋支持具１０と、軒樋３の長手方向に沿うように軒先２に固定
され、軒樋支持具１０の後部１５が固定されるレール２１と、を備えている。
　軒樋支持具１０は、軒樋３の前後の耳部（前耳４及び後耳５）を係止して軒樋３を支持
する構成とされ、軒樋３の長手方向に沿うように軒先２に固定されたレール２１に軒樋支
持具１０の後部１５が固定される構成とされている。
【００１７】
　軒樋３は、長尺状の角樋とされ、長手方向に見て上方に開口する略コ字状とされている
。
　この軒樋３の前後の開口縁には、全長に亘って前耳４及び後耳５が形成されている。
　本実施形態では、前耳４を、下方に開口し、後記する軒樋支持具１０に設けられた前耳
係止部１２に係止されるフック状としている。
　また、本実施形態では、後耳５を、前方に膨出するように形成している。
　この後耳５は、長手方向に見て略矩形状とされている。図例では、後耳５の下面を、後
方に向かうに従い上がるように傾斜させた例を示している。
　また、図例では、軒樋３の後耳５を含む後壁面３ａを、全体に亘って平坦面状とした例
を示している。
【００１８】
　本実施形態では、図１に示すように、軒先２としての壁面に、レール２１を固定した構
成としている。これにより、例えば、軒樋の長手方向に沿って複数の軒樋支持具を個々に
位置出しして固定するようなものと比べて、取り付け作業性を向上させることができる。
　このレール２１は、軒樋３に所定の勾配を付与させるように、水平面に対して傾斜させ
て軒先２に固定されてもよい。また、軒樋支持具１０は、軒樋３の長手方向に沿って、レ
ール２１に所定間隔を空けて複数設けられていてもよい。
【００１９】
　レール２１は、断面略コ字状とされ、前方に向けて開口している。
　このレール２１は、固定片部２２と、この固定片部２２から上方に延設された上側部位
２３と、固定片部２２から下方に延設された下側部位２４と、を備えている。
【００２０】
　固定片部２２は、固定対象としての軒先２に沿うように配される板状とされている。



(5) JP 2018-184794 A 2018.11.22

10

20

30

40

50

　固定片部２２には、レール２１を軒先２に固定する止具が挿通される止具挿通孔２２ａ
が形成されている。図例では、この止具挿通孔２２ａを、レール２１の長手方向に沿う長
孔状としており、このレール２１の長手方向に沿って間隔を空けて複数設けた例を示して
いる。
【００２１】
　上側部位２３には、固定片部２２の上端から前方に突出し、前端において上方に向けて
突出する上係合突片２３ａが形成されている。
　また、下側部位２４には、上側部位２３と同様に、固定片部２２の下端から前方に突出
し、前端において下方に向けて突出する下係合突片２４ａが形成されている。
【００２２】
　軒樋支持装具１０は、図１に示すように、軒樋３の前耳４及び後耳５を係止する樋支持
部１１と、この樋支持部１１の後側に設けられ、レール２１に固定される後部１５と、を
備えている。
　図例では、樋支持部１１及び後部１５を、互いに連結固定されたものとした例を示して
いる。なお、これら樋支持部１１及び後部１５を一体的に形成されたものとしてもよい。
【００２３】
　樋支持部１１は、前端に、軒樋３の前耳４を係止する前耳係止部１２が設けられ、後端
に、軒樋３の後耳５を収容する後耳係止凹所１３が設けられ、これらの間に、水平片部１
１ａが設けられている。
　本実施形態では、これら水平片部１１ａ、前耳係止部１２及び後耳係止凹所１３を帯板
状としている。
【００２４】
　前耳係止部１２は、水平片部１１ａの前端側において、上方に突出している。この前耳
係止部１２に、下方に開口するフック状とされた前耳４が引っ掛けられて係止される。
　後耳係止凹所１３は、下方に開口し、後耳５に対応した形状とされている。本実施形態
では、後耳係止凹所１３を、軒樋３の長手方向に見て略矩形状としている。
　また、本実施形態では、後耳係止凹所１３の前方側を、弾性部材からなる弾性片部１４
によって区画している。この弾性片部１４の下端には、後耳５の下面に沿うように突出す
る係止片部１４ａが設けられている。
【００２５】
　後部１５は、レール２１の上側部位２３に係合される上係合部１６と、この上係合部１
６を上側部位２３に係合させた状態で、レール２１の下側部位２４に係合される係合位置
と、この下側部位２４との係合が解除される解除位置と、に変位可能となるように略水平
方向に沿う軸廻りに回動可能に連結された下係合部１７と、この下係合部１７を係合位置
側に付勢するばね部２０と、を備えている。
【００２６】
　また、下係合部１７は、軒樋支持具１０に軒樋３を支持させた状態で、前方に向く面１
８ａが軒樋３の後壁面３ａに面接触するように配される。
　このような構成とすれば、例えば、軒樋の後壁面に点接触または線接触するようなもの
と比べて、効果的に下係合部１７がレール２１の下側部位２４から外れることを抑制する
ことができる。
【００２７】
　本実施形態では、下係合部１７を、軒樋支持具１０に軒樋３を支持させた状態で、前方
に向く面１８ａの略全体が軒樋３の後壁面３ａに面接触する構成としている。
　また、本実施形態では、上係合部１６及び下係合部１７に、レール２１の上係合突片２
３ａ及び下係合突片２４ａが収容される係合凹部１６ａ，１７ａをそれぞれに設けた構成
としている。
【００２８】
　後部１５は、図３に示すように、レール２１の長手方向に見て、後方に向けて開口する
略コ字形状とされ、レール２１を受け入れる凹所１５ａが形成されている。
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　上係合部１６は、この凹所１５ａの底部を構成する底片部１５ｂの上端に形成されてい
る。
　この上係合部１６は、底片部１５ｂの上端部と、この底片部１５ｂの上端から後方に向
けて突出する水平片部１６ｂと、この水平片部１６ｂの後端から下方に向けて突出する突
片部１６ｃと、によって係合凹部１６ａが区画形成される構成とされている。
【００２９】
　下係合部１７は、底片部１５ｂの下端に配され、上係合部１６に対して回動可能に連結
されている。
　本実施形態では、下係合部１７は、底片部１５ｂの下端部と、この底片部１５ｂの下端
において、上係合部１６の水平片部１６ｂと略平行状に配される水平片部１７ｂと、この
水平片部１７ｂの後端から上方に向けて突出する突片部１７ｃと、によって係合凹部１７
ａが区画形成される構成とされている。
【００３０】
　また、下係合部１７は、水平片部１７ｂの前端から下方に垂れ下がるように形成され、
軒樋３の後壁面３ａに面接触する下係合部１７の前方に向く面１８ａを構成する当接片部
１８が設けられている。
　本実施形態では、後部１５をレール２１に係合させた状態で、この当接片部１８の前方
に向く面１８ａと、後耳係止凹所１３を区画する後ろ側の壁面１３ａと、を略同一平面状
とした例を示している。
【００３１】
　また、本実施形態では、下係合部１７を、水平方向に沿う軸１９ｃを有する蝶番１９を
介して底片部１５ｂに連結させた例を示している。
　図例では、蝶番１９の一片部１９ａを底片部１５ｂに固定し、他片部１９ｂを水平片部
１７ｂに固定した例を示している。
【００３２】
　また、本実施形態では、図３に示すように、下係合部１７を係合位置側に付勢するばね
部２０をねじりコイルばね（トーションばね）状とし、蝶番１９の軸１９ｃに嵌装させた
構成としている。なお、ばね部２０は、このような態様に限られず、板ばねや圧縮コイル
ばね状としてもよい。
【００３３】
　次いで、この軒樋支持装置１に対する軒樋３の取付態様について説明する。
　まず、図２（ａ）に示すように、軒先２にレール２１を取り付ける。
　次いで、ばね部２０の付勢力に抗して、下係合部１７を回動させた状態で、軒樋支持具
１０の上係合部１６の係合凹部１６ａを、レール２１の上係合突片２３ａに引っ掛けるよ
うに係合させる。
【００３４】
　次いで、図２（ｂ）に示すように、ばね部２０（図３参照）の付勢力に従い、下係合部
１７を係合位置となるように回動させて、この下係合部１７の係合凹部１７ａを、レール
２１の下係合突片２４ａに係合させる。
　次いで、軒樋３の前耳４を軒樋支持具１０の前耳係止部１２に引っ掛けるように係止さ
せた状態で、軒樋３の後耳５を後耳係止凹所１３に押し込むようにして係止させる。これ
により、軒樋３が軒樋支持具１０に支持される。この状態では、軒樋３の後壁面３ａが下
係合部１７の当接片部１８の前方に向く面１８ａに当接するので、下係合部１７の解除位
置側への回動が規制される。
　また、レール２１に対して軒樋支持具１０を取り外す際には、軒樋支持具１０の上係合
部１６の係合凹部１６ａを、レール２１の上係合突片２３ａに係合させた状態で、下係合
部１７を解除位置となるように回動させればよい。
【００３５】
　以上のように、本実施形態では、レール２１に対する軒樋支持具１０の取り付け及び取
り外しを容易に行うことができる。
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　また、ばね部２０によって下係合部１７を係合位置側に付勢する構成としているので、
例えば、軒樋３の後耳５を後耳係止凹所１３に押し込む際等に、下係合部１７が外れるよ
うなことを抑制することができる。
【００３６】
　次に、図４に示した他の実施形態に係る軒樋支持具１０Ａ及びこれを備えた軒樋支持装
置１Ａについて説明する。
　なお、以下の実施形態では、上記した実施形態との相違点について主に説明し、同様の
構成については、同一の符号を付し、その説明を省略または簡略に説明する。
【００３７】
　軒樋支持装置１Ａは、軒樋支持具１０Ａが、後耳５Ａが後方に膨出するように軒樋３Ａ
を支持する構成とされている点が、上記した実施形態と異なる。
　本実施形態では、軒樋支持具１０Ａの後耳係止凹所１３Ａの後方側を、上記した実施形
態と略同様な弾性片部１４によって区画している。
【００３８】
　また、本実施形態では、後耳５Ａよりも前方側に位置する軒樋３Ａの後壁面３ａに、当
接片部１８の前方に向く面１８ａを面接触させるように、下係合部１７Ａの水平片部１７
Ａｂの前後寸法を、上記した実施形態の水平片部１７ｂよりも大としている。
　本実施形態に係る軒樋支持具１０Ａ及びこれを備えた軒樋支持装置１Ａにおいても、上
記した実施形態と同様の効果を奏する。
【００３９】
　なお、上記各実施形態では、軒樋支持具１０，１０Ａに軒樋３，３Ａを支持させた状態
で、当接片部１８の前方に向く面１８ａの略全体を軒樋３，３Ａの後壁面３ａに面接触さ
せる構成としているが、このような態様に限られず、当接片部１８の前方に向く面１８ａ
の一部を面接触させる構成としてもよい。
　また、上記各実施形態では、軒樋３，３Ａを角樋とした例を示したが、断面略円弧状の
丸樋としてもよい。この場合は、丸樋の外郭形状に応じて当接片部１８の形状を適宜、変
更してもよい。
【符号の説明】
【００４０】
　１，１Ａ　　　　　軒樋支持装置
　２　　　　　　　　軒先
　３，３Ａ　　　　　軒樋
　３ａ　　　　　　　後壁面
　４　　　　　　　　前耳
　５，５Ａ　　　　　後耳
　１０，１０Ａ　　　軒樋支持具
　１１　　　　　　　樋支持部
　１１ａ　　　　　　水平片部
　１２　　　　　　　前耳係止部
　１３，１３Ａ　　　後耳係止凹所
　１３ａ　　　　　　壁面
　１４　　　　　　　弾性片部
　１４ａ　　　　　　係止片部
　１５　　　　　　　後部
　１５ａ　　　　　　凹所
　１５ｂ　　　　　　底片部
　１６　　　　　　　上係合部
　１６ａ　　　　　　係合凹部
　１６ｂ　　　　　　水平片部
　１６ｃ　　　　　　突片部
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　１７，１７Ａ　　　下係合部
　１７ａ　　　　　　係合凹部
　１７ｂ，１７Ａｂ　水平片部
　１７ｃ　　　　　　突片部
　１８　　　　　　　当接片部
　１８ａ　　　　　　前方に向く面
　１９　　　　　　　蝶番
　１９ａ　　　　　　一片部
　１９ｂ　　　　　　他片部
　１９ｃ　　　　　　軸
　２０　　　　　　　ばね部
　２１　　　　　　　レール
　２２　　　　　　　固定片部
　２２ａ　　　　　　止具挿通孔
　２３　　　　　　　上側部位
　２３ａ　　　　　　上係合突片
　２４　　　　　　　下側部位
　２４ａ　　　　　　下係合突片

【図１】 【図２】
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